
歳児の十一群が４．５％と少ないことが分かる。

(4)３歳児の上顎前歯と５歳児の臼歯隣接面う蝕催患

Ｉ

11腔術4群会雑誌Journalofdentalhealth38，400～401(1988）

2.22面，４歳児で2.98面，５歳児で３．６５面，と

なり，１年間にほぼ0.7面の増加を示し，３歳児か

ら５歳児までの間に，著明な増加は認められなかっ

た。それに対して，臼歯は３歳児で３．５０面，４歳

児で７．５１面，５歳児で１０．４７面となり，１年間に

３～４面の増加を示し，上顎前歯に比べ，著明な増

1２速報

p

乳歯における上顎前歯う蝕確患と臼歯隣接面う蝕

確患との関連性について

ＡｎＡｓｓｏｃｉａｔｉｏｎｏｆＲｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐｂｅｔｗｅｅｎ

ＣａｒｉｅｓＰｒｅｖａｌｅｎｃｅｏｆＵｐｐｅｒＡｎｔｅｒｉｏｒ

ＤｅｃｉｄｕｏｕｓＴｅｅｔｈａｎｄＰｒｏｘｉｍａｌＳｕｒｆａｃｅｓ

ｏｆＰｏｓｔｅｒｉｏｒＤｅｃｉｄｕｏｕｓＴｅｅｔｈ

との相関関係について（Ｆｉｇ．２）

加を示した。

(2)各年齢における上顎前歯と臼歯隣接面のｄｆ歯面率

3歳児における上顎前歯のｄｆｓ指数と５歳児に

を求めたところ，上顎前歯は３歳児で９．２６％，４

歳児で１２４４％，５歳児で１５．３８％となり，１年間

にほぼ３％の増加しか示しておらず，う蝕の増加度

に鈍化傾向が認められた。それに対し，臼歯隣接面

は３歳児で４．０６％，４歳児で１４３９％，５歳児で
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23.62％と１年間に，ほぼ９～10％の増加を示して目的：小児の乳歯う蝕，特に乳臼歯隣接面う蝕は，

発見されたときには，すでに重症化していることが

多いことから，その予防と早期治療は重要な課題と

されている。このことから，乳臼歯隣接面う蝕が多

発しやすい４歳から５歳より以前に，その催患傾向

を予測し，小児のう蝕予防プログラムに役立てるこ

とができれば有意義である。著者らは，福岡都市圏

における幼稚園児２０２名を対象に，３歳児から５歳

児までの追跡調査を行ない，３歳児における上顎乳

前歯う蝕と５歳児における乳臼歯隣接面う蝕との関

連性について若干の検討を行なったので報告する。

対象および方法：対象は1981年から1987年の闇

おり，臼歯隣接面う蝕が４歳児，５歳児で著明な増

加を示した（Ｆｉｇ．１）。

(3)３歳児と５歳児の前歯ならびに臼歯隣接面う蝕の

有無について（Tableｌ）

３歳児の一一群（前歯にも臼歯隣接面にもう蝕が

無い者の群）が全体の５１．０％，５歳児の＋十群が

51.0％と最も多く，逆に３歳児の一十群が５％，５

歯のｄｆｓ指数を求めたところ,上顎前歯は３歳児で

｡

隣接面のう

よび関連性

幼稚園Ａ，

4００－

顎前歯と臼

おける臼歯隣接面のｄｆｓ指数について，両者の相に調査した福岡都市圏の二つの幼稚園における園児

202名（男子95名，女子107名）である。検診回数

は，３歳から５歳まで，毎年１回の計３回行なった。

検診方法は，視診型検診で，歯面別に検出した。う

蝕の検出基準は，すべて島田の分類Type３１)に準じ

た。これらの資料をもとに，まず３歳，４歳，５歳

児のう蝕催患状況を求めた。次に３歳児における上

関係数を求めたところ，相関係数ｒはｒ＝０．５１と

なり，検定の結果，１％の危険率で有意な正の相関

関係が認められた。これにより，回帰直線を求めた

ところ，Ｙ＝０．５３Ｘ÷２．５７となった。また，３歳

児において，すでに臼歯隣接面がう蝕に催患してい

る者48名を除外した154名についても両者の相関係

数を求めたところ，相関鋤係数ｒはｒ＝０．５０となり

これも１％の危険率で有意な正の相関関係を認めた

（Ｆｉｇ．２の破線)。

(5)３歳児における上顎前歯と５歳児における臼歯隣

接面う蝕催患の関連性について（Table２）

両者の間の関連性をみるために，２×２分割表を

用い検討した。ここで，２×２分割表の＋十群の８７

名は，３歳児で上顎前歯にう蝕があり，かつ５歳児

で臼歯隣接面にう蝕がある者の人数を示している。

この分割表により，両者間の関連性の〃２－tｅｓｔ

|ま認められ

1985年までの年代

られなかった

顎前歯のう蝕催患と５歳児における臼歯

蝕催患を求め，これらの間の相関関係お

について検討した。ここで，二つの対象

Ｂにおける，３歳児と５歳児のう蝕催患

た結果，ＡとＢの幼稚園間には有意の差

なかった。さらに，1981年から1985年

間でのう蝕催患の差にも有意性は認めら

結果および考察：(1)各年齢における上

福岡予防歯科研究会

う蝕催患の差を調べ
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を行った結果，０．１％の危険率で有意の差が認めら

れた。また，３歳児における臼歯隣接面う蝕の保有

者48名を除外した154名についても，両者の関連性

の"２－ｔｅｓｔを行った結果，０．１％の危険率で有意

の差が認められた。

結論：著者らは，福岡都市圏の幼稚園児202名を

対象に３歳児から５歳児までの追跡調査を行ない，

３歳児における上顎乳前歯う蝕催患と，その２年後

の５歳児における乳臼歯隣接面う蝕催患との間の関

係を求めた結果，両者の間に有意な正の相関関係が

あることを認めた。さらに，３歳児における上顎乳

前歯のう蝕の有無が，４歳児から５歳児に多発しや

すい乳臼歯隣接面う蝕を予測する指標として有用で

はないかと考えた。
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